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■研究目的■
　高齢社会の急激な進展に対応するため、これまでに介助

型車椅子（介助用車椅子ともいう）を居住空間内で用いる
場合を想定した実験研究が数多くなされ、必要寸法が一通

りは提案されている。しかし、操作の慣れによる必要寸法
の違い等についての詳細な考慮はなされていないのが現状

であった。そこで、昨年度は介助型車椅子を操作する過程
で、住宅内通路を直角に曲がる場合について実験を行い、

表１の結果を得た。本年度は直角に曲がりながら段差を越
える場合を取り上げ、習熟効果による必要寸法の減少傾向

を定量化することを目的とした。
■実験方法■

１.実験項目：表２に示すように、移動スペースの条件と
して長寿社会対応住宅設計指針等を参考に代表的な通路幅

３種を設定し、それぞれ通路をなるべく小さな寸法で直角
に曲がりながら、段差を越える場合について実験をおこ

なった。
２．実験装置：図１のように木製パネルを壁として固定し

た装置を用いた。
３．使用した介助型車椅子：図１に示すような、全幅６０

０mm，全長９２５mm，握り高さ８６０mm，前輪径１５２
mm，後輪径５５９mmの介助型車椅子を用いて実験を行っ

た。
４.被験者：本学の学生１５人（内女性３人、介助経験者

なし）、平均身長１７０ｃｍとし、被介助者は体重６０kg
程度の成人男子健常者とした。

５.実験方法：車椅子の切返しを行わずに、押しながら段
差を越える操作を何度か繰り返す事によって得られる習熟

効果をビデオ観察した。なお、習熟効果の実験結果への影
響をなるべく少なくするため、通路は広い設定から、狭い

設定へ、段差においては低い方から高い方の順で実験を
行った。壁に衝突し進行不可能となった場合は、中断とし、

新たに次の試行へ移る事とした。なお、上り段差に限定し
たのは、過去の実験結果から、上り段差の方がより困難な

設定であるため、下り段差の習熟効果による減少値は、段
差が無い場合と上り段差の場合の中間の値をとると考えた

からである。
■実験結果および考察■

１.習熟の判定
　個々の試行結果には、かなりのばらつきが見られるため、

習熟効果をとらえるには全体の平均的な寸法減少傾向が表
現される移動平均を用いるのがよいと考えた。その一例の

グラフを図２に示す。習熟の判定については、習熟前後で、 図３　習熟した軌跡の例
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図２　実験結果の例　（被験者１　８５０ｍｍ　段差２０ｍｍ)
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図１　実験装置
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表２　設定条件

曲がる前の通路幅 1000mm

余裕のある幅の例 指針推奨値 指針基本値

上り段差 20mm,50mm 20mm,50mm 20mm,50mm

780mm850mm

曲がる前の通路幅 850mm

余裕のある幅の例 指針推奨値 指針基本値

必要寸法の減少値 39mm 32mm 28mm

表１　昨年度の実験結果

1000mm 780mm
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１０ｍｍ以上の寸法減少が見られる場合を習熟したと見な

し、習熟したグループにおいて、移動平均のグラフの傾き
が大きく変化した点を習熟に要した試行回数とした。図３

は実際の軌跡に習熟による寸法の減少値を書き込んだもの
である。

２.習熟した被験者の割合
　習熟をした被験者と習熟をしなかった被験者の割合を図

４に示す。これによると段差２０ｍｍの場合よりも、段差
５０ｍｍの場合の方が高い習熟効果を示す傾向が得られた。

なお、以下は習熟した被験者グループを対象としたもので
ある。

３.習熟に要した試行回数
　曲がる前の通路幅別に、習熟に要した試行回数の平均お

よび標準偏差を図５に示す。段差２０ｍｍの場合において
は習熟に要した試行回数は共通して７回前後であるのに対

し、段差５０ｍｍの場合は、曲がる前の通路幅が小さくな
るにつれ、習熟に要した試行回数も少なくなることがわか

る。これは段差が極端に高いことが、むしろ習熟して安定
するまでの回数を縮めたためと考えられる。

４.習熟による必要寸法の減少値
　習熟による必要寸法の減少値の平均および標準偏差を図

６に示す。段差２０ｍｍの場合、減少値が共通して３５ｍ
ｍ前後であることがわかる。一方、段差５０ｍｍの場合は、

車椅子操作の自由度が高い１０００ｍｍでは、余裕があり
すぎるため、ばらつきが大きくなり、かつ、減少値も大き

くなったと考えられる。また、自由度が低い７８０ｍｍで

は余裕が無く、被験者の個人差が顕著に表れ、最も減少値
が大きくなったと考えられる。

５.減少値と試行回数の組み合せからみた習熟した
被験者の割合

　習熟の達成の度合いを、減少値が大きく、かつ試行回数
が少ないことととらえ、その組合せで被験者の割合を見た

グラフが図７である。これを見ると、設定条件が厳しくな
り、車椅子の自由度が小さくなるにつれ、両方とも満足し

ない人の割合が多くなる傾向にあることがわかる。
■まとめ■

　今回の実験から、介助型車椅子で段差のある角を曲がる
場合、半分強の被験者に３０～５０ｍｍ程度の習熟による

寸法減少がみられた。これは、介助型車椅子を導入する住
宅の性能評価・設計等に既存のデータを適用する際、習熟

前でも使用できるのか、あるいは、習熟後なら使用できる
のか等の判断に用いうる基礎データであると考える。

　なお、本実験の遂行にあたり、平成１４年度卒研生増渕
賢裕氏の協力を得た。ここに記して謝意を表する。

図５　習熟に要した試行回数　

図６　習熟による必要寸法の減少値　

図４　習熟した被験者の割合
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図７　減少値と試行回数の組合せによる被験者の割合
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